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上
関
原
発
計
画
の
ボ
可
リ
ン
グ
調
査
中
断
め
ぐ
り

咽

学
院
大
学
僧

教
授
熊

本

一
規

氏

に

聞

ぐ

闊斎斤長

一　
　
中
国
電
力
は
、
〓
一月

一
五
日
、
上
関
原
発
予
定
海
域
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
中
断
を
発
表
し
た
。
ボ
ー
リ
　
一

　̈
ン
グ
調
査
は
、
一
〇
月
二
九
日
に
山
口
県
の
一
般
海
域
占
用
許
可
を
得
て
，
一
月
四
日
～
翌
年

一
月
二
八
日
に
予
　
¨

一　
定
さ
れ
て
い
た
が
い
一
一
月
四
日
～

一
二
月

一
五
個
の
四
二
日
間
の
う
ち
中
電
が
調
査
海
域
に
来
た
日
は
わ
ず
　
¨

一　
か
七
日
に
過
ぎ
ず
、
来
て
も
、
祝
島
漁
民
の
釣
り
船
を
回
っ
て
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
て
は
こ
と
ご
と
く
断
ら
　
一

　̈
れ
て
帰
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
昨
年
も
同
じ
よ
う
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

一
一
月
八
日
～
翌
年

一
月
三
〇
日
に
予
定
　
一

　̈
し
て
一
二
月
一
六
日
に
中
断
を
発
表
。
祝
島
漁
民
に
協
力
依
頼
を
し
て
は
断
ら
れ
て
帰
る
こ
と
を
く
り
返
し
た
あ
　
¨

　̈
げ
く
の
中
断
発
表
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
昨
年
よ
り
も
調
査
海
域
に
来
る
日
が
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
「
中
電
は
　
一

一　
な
ぜ
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
で
き
な
い
の
か
、
漁
業
法
に
詳
し
い
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
熊
本

一
規
氏
に
イ
ン
　
¨
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祝
島
漁
民
の
釣
り
漁
業
は
「権
利
」

で
ぁ
る

　

・

新
潟
県
内
の
関
越
自
動
車
道
で
は
、
大
雪
の
影
響
で

一
六
日
か
ら
二
晩

（
四
〇
時
間

以
上
）
に
わ
た

っ
て
最
大
三

一
〇
〇
合
も
の
自
動
車
が
道
路
上
で
立
ち
往
生
す
る
事
態

と
な

っ
た
。
関
越
道
を
管
理
す
る
東
日
本
高
速
道
路

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）
は

「降

雪
量
を
予
測
で
き
な
か

っ
た
」
と
の
べ
て
謝
罪
し
た
が
、
通
行
止
め
の
時
間
や
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
σ
適
切
性
や
立
ち
往
生
の
解
消
に
時
間
が
か
か

っ
た
原
因
に
つ
い
て
は

「
事
後
検
証
す
る
」
と
し
た
。
高
速
道
路
に
限
ら
ず
、
近
年
あ
い
つ
ぐ
隆
雪
に
よ
る
道

路
封
鎖
や
立
ち
往
生
は
、
道
路
行
政
の
課
題
を
突
き
つ
け
て
い
る
。

2020年 12月 21日   (月曜日) 〈毎週月・水・金曜日発行)

質
問
　
中
電
は
、
な
ぜ
祝

島
漁
民
に
照
フ
笙
籍
【
し
て

い
る
の
か
。

熊
本
　
一祝
島
漁
民
の
釣
り

漁
業
は

「権
利
」
に
な

っ
て

い
る
の
で
、
調
査
す
る
に
は

権
利
者
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

そ
の
こ
と
は
、
補
償
に

つ

い
て
定
め
ら
れ
た

「
公
共
用

地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償

基
準
事
論
Ｐ

に
示
さ
れ
て
い

る
。
同
要
綱
に
は

「社
会
通

念
上
権
利
と
認
め
ら
れ
る
程

度
に
ま
で
成
熟
し
た
慣
習
上

の
利
益
」
を
退
野
響
に
含
め

る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

釣
り
漁
業
は
免
評
も
許
可

も
必
要
の
な

い

「
自
由
漁

業
」
で
、
当
初
は

「利
益
」

に
過
ぎ
な
い
が
、
慣
習

（実

態
の
積
み
重
ね
）
に
よ
り
次

第
に

「権
利
」
に
成
熟
し
て

い
く
。
祝
島
漁
民
の
釣
り
漁

補
償
し
た
」
と
言

っ
て
い
る
。

も
し
も

「権
利
」
で
も
な

い
の
に
補
償
し
た
と
す
れ

ば
、
昼
要
の
な
い
補
償
を
し

た
こ
と
に
な
り
、
無
駄
な
補

償
金
は
電
気
料
金
に
含
ま
れ

で
に

一
夜
明
け
て
、
立
ち
往

生
の
距
離
は

一
五
メ
以
上
と

な

っ
て
い
た
。
当
時
、
並
行

す
る
国
道

一
七
号
も
雪
の
影

響
で
上
り
線
が
約
五
Ｆ
渋
滞

後
、
各
漁
協
に
配
分
さ
れ
た

が
、
祝
島
漁
協

（
現

「山
口

県
漁
協
祝
島
支
店
し

は
配

分
を
受
け
と

っ
て
い
な
い
の

で
、
祝
島
漁
民
は
補
償
を
受

け
と

っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
中
電
は
、
「
共

同
漁
業
権
管
理
委
員
会
に
補

償
金
を
支
払

っ
た
こ
と
で
祝

島
漁
民

に
も
補
償
し
た
」

「
補
償
金
が
漁
協
や
漁
民
に

ど
う
配
分
さ
れ
る
か
は
漁
協

し
て
お
り
、
こ
れ
を
避
け
る

た
め
に
東
京
方
面
に
向
か
う

車
が
関
越
道
に
流
入
。
さ
ら

に
大
規
模
な
渋
滞
を
引
き
起

こ
し
、
立
ち
往
生
の
車
は
最

大

で
上

り
線

で

一
七
五
〇

台
、
下
り
線
で
三
五
〇
台
に

の
ぼ

っ
た
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
前
日

の

一
五
日
午
前
〇
時
時
点
の

新
潟
県
内
の
積
雪
深
度
は
、

湯
沢
市
で

一
〇
三
ち
、
藤
沢

市
で

一
〇
四
考
と
い
ず
れ
も

記
録
的
な
量
だ

っ
た
。

月

一
〇
日
付
で
祝
島
島
民
の

会
清
水
敏
保
代
表
に
送
り
つ

け
て
き
た

「漁
業
補
償
に
係

わ
る
ご
質
問
に
つ
い
て

公
」

回
答
ン

と
い
う
文
書
で
も

そ
う
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
祝
島
島
民
の
会
か
ら
同

年

〓

一月

〓
合
風
円
「漁
業

補
償
に
係
わ
る
ご
回
答
に
つ

い
て
の
反
論
及
び
質
問
」
を

送

っ
て
、
反
論

・
質
問
を
し

た
。
　
　
　
　
　
　
、

車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

ド
ラ
イ
バ
ト
や
乗
員
は
、
氷

点
下
の
寒
さ
の
な
か
で
水
や

食
料
、
ト
イ
レ
や
睡
眠
場
所

に
も
事

欠
く
状
況
が
続

い

た
。
新
潟
県
が
自
衛
隊
に
災

害
派
遣
要
請
を
お
こ
な

っ
た

ほ
か
、
現
地
で
は
高
速
道
路

職
員
が
水
や
バ
ン
、
簡
易
ト

イ
レ
な
ど
を
配
布
し
、
見
か

ね
た
沿
道
の
地
元
住
民
た
ち

が
手
作
業
で
雪
を
踏
み
固
め

て
歩
道
を
作

つ
た
り
、
疲
れ

切

っ
た
運
転
手
た
ち
に
ト
イ

レ
を
貸
し
た
り
、
コ
ン
ビ

ニ

や
駅
ま
で
車
で
送
迎
す
る
な

ど
の
支
援
を
お
こ
な

っ
た
。

エ
ン
ジ
ン
の
排
気
回

（
マ
フ

ラ
ー
）
が
雪
で
ふ
さ
が
れ
る

と
排
ガ

ス
が
車
内
に
充
満

し
、

一
酸
化
中
毒
に
よ

っ
て

「
十
六
分
で
人
体
に
影
響
」

Ｊ

一時
間
ほ
ど
で
致
死
」
（
Ｊ

聾
謝
爆
除
雪
体
制
の
，脆
弱
化
も

業
は
充
分
に

「権
利
」
に
ま

一
「権
利
」
と
認
め
て
い
る
か
ら

一
て
し
ま
う
の
で
違
法
支
出
に

一
や
漁
民

の
間
の
問
題

で
あ

一
　

「反
論
及
び
質
問
」
の
要

で
成
熟
し
て
い
る
。　
　
　
　
丁
」そ

「二
〇
〇
〇
年
に
締
結

一
な
り
、
株
主
代
表
訴
訟
で
訴

一
る
」
と
勝
手
な
解
釈
を
主
張

一点
を
簡
潔
な
質
問
の
形
で
示

質
問
　
中
電
も

「権
利
」

一
し
た
補
償
契
約
に
基
づ
い
て

一
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。　
　
一
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
一
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
「

と
設

で

い
る
の
か
。
　

　

一　

■

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

甫

事

こ

勺

Ｔ

足

議

資

ミ

　

一　

質
問

中
電
ヽ

昨
年

上

　

①

一
０

０
９

蒔

ド

に
二

二
〇
〇
〇
年
補
償
契
約
で
祝
島
漁
民

熊
本

認
め
て
い
る
。
要
一　
三
訳
Ｈ
ば
】
「
ｔｌ
〕
”「
ｒ
ィ
‥
‥
Ｊ
　
一〈翠
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
一〇
一基
荼
―
リ
ン
璽
署

に
補
償
さ
れ
て
は
い
な
い

綱
で
コ準
利
」
と
認
め
ら
れ
一　
―‐
ヵ
ｌ
‐Ｊ
コｃ
ォ
「
Ｌ
ι
４
ι
　
　
　
　
　
　
　
一
つ
い
て
も
二
〇
〇
〇
年
葡
債
一を
実
施
す
る
こ
と
を
如
何
に

躙
珈
Ｍ
は鶉
嘲
一̈憫
鶉
鵬
蜃
Ъ
祠
絣
″

関越道
東
日
本
高
速
に
よ
る
と
、

関
越
道
で
の
立
ち
往
生
は
、

上
り
線
で

一
六
日
午
後
六
時

ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
塩
沢
石

打
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
付
近
で

大
型
車
両
が
雪
で
動
け
な
く

な
り
、
後
続
車
両
も
雪
に
埋

も
れ
た
「
同
社
が
通
行
止
め

に
し
た
の
は
半
日
後
の

一
七

日
午
前

一
〇
時
二
〇
分
。
す

中電 の祝 島上陸 に抗議 す る島民 (201∝→

祝島の漁民に頭を下げて「 お願い」する中電社員 (11月 5日 )



熊
本
　
昨
年
は
、
「
反
論

一
は
居
直
り
で

「
二
〇
〇
〇
年

鍵̈
饂
「
と肩梁
細鵞
魏
一予
轟
議
託

”
熊
本
　
一祝
島
漁
民
は
、
自

一
い
る
に
す
ぎ
ず
、
中
電
が
憲

一
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

分
た
ち
は
、
普
段
通
り
の
漁

一
法
二
九
条
違
反
を
犯
そ
う
と

一　
し
か
し
、
市
民
が
事
実
や

業
を
営
ん
で
い
る
だ
け
で
、　
一
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
っ
一法
律
を
詳
し
く
知
れ
ば
知
る

抗
議
行
動
を
し
て
い
る
わ
け

一
た
く
真
逆
だ
。　
　
　
　
　
　
一
ほ
ど
、
逆
に
中
電
こ
そ
暴
徒

で
は
な
い
の
で
、
報
道
で
も

一　
大
手
マ
ス
コ
ミ
も
、中
電

一
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

「抗
議
行
動
」
、で
な
く

「漁
一に
村
度
し
、中
電
の
表
現
に
一
つ
て
い
ぐ
は
ず
だ
。

一̈
一す」瞳需静一一
制算和特勒椰馴コンツ
調査と同

い
。
遺
憾
な
こ
と
だ
。　
　
　
一　

質
問
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

一
グ
調
査
が
必
要
だ
か
ら
、
ボ

質
問

　

「抗
議
行
動
」
と

一
で
す
ら
こ
ん
な
体
た
ら
く
な

一
―
リ
ン
グ
調
査
が
で
き
な
い

一ぃ
ぅ
表
現
に
は
何
か
意
図
で

一
の
に
、
原
発
建
設
の
た
め
の

一
以
上
、
埋
立
工
事
も
で
き
る

も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
　

　

一
埋
立

工
事
な
ど

で
き
る
の

一
は
ず
は
な
い
。

熊
本
　
中
電
が
そ
う
呼
ぶ

一
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
仮
に
、
今
後
、
埋
立
工
事

の
は
、
祝
島
漁
民
が
違
法
あ

一　

熊
本
　
埋
立
工
事
を
す
る

一
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
い
は
不
当
な
行
動
を
と

っ

一
に
は
、
そ
の
前
に
ボ
ト
リ
ン

一
る
と
し
て
も
、
①
～
③
の
点

Ａ
Ｆ
）
す
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
呼
吸
不
全
な
ど
の
体

調
不
良
で
二
人
が
病
院
に
搬

送
さ
れ
た
。

上
信
越
道
も

一
六
日
か
ら

一
七
日
に
か
け
て
最
大
約
二

〇
〇
台
が
立
ち
往
生
し
た
。

大
雪
に
よ
る
大
規
模
な
交

通
障
害
は
近
年
多
発
し
て
お

り
，
二
〇

一
八
年
二
月
に
は

福
井
県
福
井
市
で
三
七
年
ぶ

り
に

一
三
〇
考
を
超
え
る
積

雪
を
記
録
し
、
坂
井
市
の
国

道
八
号
で
約

一
五
〇
〇
台
の

車
が
立
ち
往
生
。
二
〇

一
六

年

一
月
に
は
新
潟
県
長
岡
市

か
ら
見
附
市
に
か
け
て

一
〇

計
の
大
規
辱
な
立
ち
往
生
が

一発
生
し
て
い
る
。

高
速
道
路

の
通
行
止

め

は
、
高
速
這
路
会
社
が
判
断

し
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
警

察
の
同
意
に
よ

っ
て
実
行
さ

れ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
よ

う
に
国
道
が
並
行
し
て
い
る

客

は
、
薫

琵

の
鐘

者

合
里
捏
景
務
所
）
と
事
前

協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

一国
夏
罫
務
所
側
は
、
国
道
で

雪
に
よ
る
交
通
暉
書
が
起
き

て
い
た
た
め
、
国
道

へ
の
迂

回
を
防
ぐ
た
め
に
関
越
道
の

通
行
止
め
に
最
後
ま
で
同
意

し
な
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な

っ
て
い
る
。
補
修
や
更

新
が
遅
れ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル

や
道
路
の
老
朽
化
問
題
と
同

じ
く
、
高
速
道
路
の
管
理
が

民
営
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

人
員
や
予
算
不
足
、
さ
ら
に

国
を
含
め
た
交
通
網
管
理
に

お
け
る
意
志
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
が
定
ま

っ
て
い
な
い
問
題

が
浮
か
び
上
が
る
。

現
場
か
ら
は
、
豪
雪
に
対

応
で
き
る
除
雪
体
制
を
担
保

す
る
公
的
な
措
置
が
と
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
を
問
題
視
す

る
声
が
あ
が

っ
て
い
る
。

公
的
支
援
乏
し

く
業
者
減
少

豪
雪
地
域
で
の
除
雪
作
業

は
、

主
に
建
設
業
者
が
担

う
。
除
雪
車
や
フ
ル
ド
ー
ザ

ー
を
操
作
す
る
に
は
特
殊
免

許
が
必
要
で
あ
る
た
め
日
頃

か
ら
重
機
を
扱
う
建
設
業
者

が
担
い
手
と
な
り
、
雪
で
工

事
が
止
ま
る
冬
期
に
行
政
か

ら
の
依
頼
を
受
け
て
出
動
す

る
シ
ス
テ
ム
だ
。

と
こ
ろ
が
い
除
雪
作
業
に

対
す
る
費
用
は
出
動
し
た
時

間
だ
け
支
払
わ
れ
る
制
度
で

あ
る
た
め
、
二
四
時
間
待
機

し
て
い
る
業
者
側
の
収
入
は

不
安
定
で
あ
り
、
オ
ペ
レ
ー

タ
■
の
人
件
費
や
除
雪
車
の

は
、
そ
の
埋
立
に
も
ま

っ
た

く
同
様
に
指
摘
で
き
、
埋
立

工
事
に
と
も
な
う
補
償
は
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る

か
ら
、
ポ
ー
リ
ン
グ
調
査
と

同
じ
状
況
に
陥
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
。

事
業
を
実
施
す
る
に
は
、

「
事
業
者
と
公
の
関
係
」
と

「
事
業
者
と
民
の
関
係
」
の

両
方
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

「事
業
者
と
公
の
関
係
」

は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
は

「
一
般
海
域
占
用
許
可
」
、

埋
立
で
は

「
埋
立
免
許
」

だ
。
他
方
、
「
事
業
者
と
民

の
関
係
」

は
、

両
者
と
も

「
権
利
者
に
補
償
し
て
同
意

を
得
る
こ
と
」
で
あ
り
、
上

関
原
発
で
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
も
埋
立
も

「事
業
者
と

民
の
関
係
」
を
ク
リ
ア
で
き

な
い
た
め
に
ま

っ
た
く
進
め

ら
れ
な
い
状
況
に
な

っ
て
い

る
の
だ
。

質
問
　
埋
立
の
手
続
き
を

定
め
て
い
る
公
有
水
面
埋
立

法
に
は
ど
う
規
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。

熊
本
　
簡
潔

に
い
う
と

「
埋
立
免
許
を
得
た
事
業
者

は
補
償
し
な
け
れ
ば
埋
立
工

事
に
着
工
で
き
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、埋

立
免
許
を
得
て
い
る
か
ら
と

い

っ
て
埋
立
工
事
が
で
き
る

こ
と
に
は
な
ら
ず
、
工
事
を

す
る
に
は
、
そ
の
前
に
工
事

で
損
失
を
受
け
る
者
に
補
償

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
、上
関

原
発
で
は
、
「
工
事
の
直
前
に

補
償
す
る
」
の
で
は
な
く
、

二
〇
年
以
上
も
前
の
補
償
に

基
づ
い
て
工
事
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
補
償
後
二
〇
年

も
経

っ
て
工
事
を
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
①
～
③
で
追
及
さ

れ
る
よ
う
な
法
的
欠
陥
が
生

じ
る
の
は
当
た
り
前
だ
。

中
電
の
行
為
は
、
補
償
契

約
に
照
ら
し
て
も
違
法
と
い

え
る
“
補
償
契
約
は
、
「
中

電
が
補
償
を
支
払
い
、
漁
民

が
補
償
を
受
け
と
る
代
わ
り

に
埋
立
工
事
を
受
忍
す
る
」

と
の
内
容
で
結
ば
れ
、
埋
立

工
事
が
で
き
る
の
は
、
補
償

契
約
に
基
づ

く
債
権
債
務

（
中
電
が
埋
立
工
事
を
お
こ

な
う
と
い
う
債
権
及
び
漁
民

が
工
事
を
受
忍
す
る
と
い
う

債
務
）
が
あ
る
か
ら
だ
が
、

債
権
は
十
年
間
行
使
し
な
い

と
き
は
消
滅
す
る

（民
法
第

一
六
七
条
）
。

し
た
が

っ
て
、
二
〇
〇
〇

年
補
償
契
約
に
基
づ
い
て
中

電
が
埋
立
工
事
を
お
こ
な
う

権
利
は
、
二
〇

一
〇
年
に
消

滅
し
て
お
り
、
今
後
、
埋
立

工
事
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
違

法
行
為
に
な
る
。

質
問
　
そ
の
違
法
性
は
中

事
業
実
施
の
鍵
は

関
係
」
に
あ
る

質
問
　
多
く
の
住
民
運
動

で
は
、
「
事
業
者
と
公
の
関

係
」
で
免
許
や
許
可
や
認
可

が
出
る
と
、
そ
れ
で
事
業
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

て
い
る
が
…
…
。

熊
本
　
ま

っ
た
く
の
間
違

い
だ
。

事
業
実
施
の
鍵
は

「
事
業
者
と
民
の
関
係
」
に

あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
何
よ
り
上

関
原
発
計
画
の
経
緯
が
証
明

し
て
い
る
。
埋
立
免
許
は
二

〇
〇
八
年

一
〇
月
に
出
た
の

に
、
祝
島
漁
民
が
補
償
金
を

受
け
と

っ
て
い
な
い
の
で
い

ま
だ
に
埋
立
工
事
に
着
工
で

き
な

い
で
い
る
で
は
な
い

か
。

事
業
者
と
民
の

祝
島
漁
民
が
補
償
を
受
け

と
ら
な
い
限
り
埋
立
工
事
に

着

工
で
き
な

い
。

こ
れ
は

「
事
業
者
と
民
の
関
係
」
で

あ
り
、
「
事
業
者
と
公
の
関

係
」
に
お
い
て
埋
立
免
許
が

い
く
ら
再
延
長
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
ま

つ
た
ぐ
変
わ
る
こ
と

は
な
い
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
も
同

様
に
、

一
般
海
域
占
用
許
可

質
問
　
中
電
は
、
来
年
度

に
ポ
■
リ
ン
グ
調
査
再
開
を

め
ざ
す
と
し
て
い
る
が
。

熊
本
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

は

一
般
海
域
占
用
許
可
を
得

一
般
海
域
占
用
許
可
も
違
法
で
あ
る

が
出

さ
れ
て
も
祝
島
漁
民

が
補
償

を
受
け
て
い
な

い

の
で
調
査
が
で
き
な

い
の

だ
。事

業
者
や
行
政
は

「事
業

者
と
公
の
関
縁
ど

で
事
業
実

施
が
決
ま
る
か
の
よ
う
に
宣

伝
す
る
が
、
そ
れ
は
、
「
事

業
者
と
民
の
関
係
」
に
気
づ

か
せ
な
く
す
る
た
め
の
罠
で

あ
り
、
住
民
運
動
は

「事
業

者
と
民
の
関
係
」
が
事
業
実

施
の
鍵
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
必
要
が
あ
る
。

た
う
え
で
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
長
周
新
聞
の
二

〇
二
〇
年

一
〇
月

ニ
ハ
日
付

号
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、

一
般
海
域
占
用
許
可
自
体
違

維
持
管
理

・
リ
ー
ス
料
が
重

く
の
し
か
か
り
、
対
応
業
者

は
減
少
の

一
途
を
た
ど

っ
て

い
る
。
新
潟
県
や
福
井
県
で

は
除
雪
予
算
が
毎
年
数
億
円

規
模
で
不
足
し
、
国
に
財
政

支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

全
国
建
設
業
協
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト

（
二
〇

〓
全
じ

で

は
、
人
葎
着
一や
機
械
の
維
持

管
理
費
に
加
え
、
そ
の
年
の

降
雪
量
に
よ

っ
て
収
入
が
左

右
さ
れ
る
た
め
、
除
雪
輩
釆

で
は

「
利
益
が
出
な

い
」

「
赤
字
」
と
答
え
た
業
者
が

半
数
以
上
と
な
り
、
人
手
不

足
が
重
な

っ
て

「
五
年
後

（
二
〇
二

一
年
）
ま
で
に
除

雪
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
」

と
答
え
た
業
者
は
七
割
に
の

ぼ

っ
た
。

二
〇

一
七
年
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
「
単
年
度
契
約
で

は
安
定
的
な
計

画
が
立
て
ら

れ
な
い
た
め
、
複
数
年
契
約

を
」
「
保
有
機
械
に
応
じ
て

最
低
補
償
料
金
を
定
め
る
べ

き
」

「
除
融
雪
業
務
の
み
の

契
約
で
は
な
く
、
年
間
を
通

じ
て
の
作
業
を
合
む
維
持
工

事
と
し
て
の
契
約
を
」
な
ど

の
契
約
条
件
の
見
直
し
を
求

め
る
声
が
多
く
出
て
い
る
。

ま
た

「大
量
降
雪
時
の
備
え

（
体
制
整
備
）
」
に
つ
い
て
四

割
近
い
業
者
が

「
不
十
分
」

と
し
、
「
大
雪
時
の
実
際
の

応
援
体
制
は
確
立
さ
れ
て
い

な
い
。
国

・
道
府
県

・
市
町

村
で
連
携
し
ヽ
優
先
順
位
を

付
け
た
除
雪
が
必
要
」

「
大

量
降
雪
時
の
高
速
道
路
の
通

行
止
め
の
際
、
実
施
の
連
絡

も
な
く
、
高
速
を
降
ろ
さ
れ

た
大
量
の
車
両
に
よ
り
除
雪

が
困
難
に
な
る
」
「
有
事
の

際
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が

で
き
る
体
制

を
確
立
す

べ

き
」
と
い
う
要
望
も
あ
る
。

他
に
も
、
「
一
シ
ー
ズ
ン

当
た
り
の
基
本
待
機
料

（時

間
）
が
決
ま

っ
て
い
る
が
、

時
間
当
た
り
の
単
価
が
極
端

に
安
い
」
「
市
町
村
で
は
待

機
料
の
設
定
が
な
い
」
「
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
高
齢
化
し
て

お
り
、

若
手

の
育
成
が
急

務
」

「
公
共
工
事
の
減
少
に

伴

い
本
業
を
縮
小
す
る
中

で
、
除
雪
従
事
者
の
確
保
は

困
難
。
五
年
後
に
は
確
実
に

不
足
す
る
」
と
の
指
摘
も
あ

り
、
二
四
時
間
体
制
で
役
割

を
担

っ
て
い
る
除
雪
作
業
と

国
の

「働
き
方
改
革
」
の
整

合
性
が
ど
れ
な

い
問
題
な

ど
、
除
雪
体
制
を
支
え
る
制

度
の
早
急
な
見
直
し
を
求
め

る
声
が
高
ま

っ
て
い
る
。

電
に
指
摘
し
た
の
か
。

熊
本
　
一
一〇

一
九
年
七
月

一
〓
ハ
日
中
電
交
渉
で
指
摘
し

た
と
こ
ろ
、
中
電
が

「
弁
護

士
が
債
権
は
消
滅
し
て
い
な

い
と
い

っ
て
い
る
」
と
答
え

た
の
で
、
「
理
由
も
述
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
は
な
い

か
」

と
い

っ
た
と

こ
ろ
、

「
弁
護
士
に
問
い
合
わ
せ
て

回
答
す
る
」
と
い
う
こ
と
に

な

っ
た
。
後
日
、
中
電
は

「
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い

方
に
対
し
個
別
の
契
約
の
解

釈
や
内
容
に
つ
い
て
説
明
す

べ
き
で
は
な
い
と
の
指
導
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
以

上

の
回
答

を
差

し
控
え
ま

す
」
と
伝
え
て
き
た
。

し
か
し
、
債
権
の
消
滅
時

効
の
規
定
は
簡
潔
明
快
で
疑

間
の
余
地
は
な
く
、
中
電
の

二
〇
〇
〇
年
補
償
契
約
に
基

づ
く
債
権
が
す
で
に
消
滅
し

て
い
る

こ
と
は
明

ら
か
だ

。

法
で
あ
る
。

第

一
に
、

再

撻

冨

用

許
可
を
出
す
に
は

「利
害
関

係
人
の
同
意
」

が
必
要
だ

が
、
山
口
県
は
、
調
査
予
定

海
域
に

ヽ
慣
習
に
基
づ
く
権

利
」
を
持
つ
祝
島
漁
民
を
無

視
し
て
い
る
。

第
二
に
、
共
同
漁
業
権
は

「
排
他
独
占
的
権
利
」
だ
か

ら
と
の
理
由
で
利
害
関
係
人

を
共
同
漁
業
権
者
の
み
に
限

定
し
て
い
る
が
、
共
同
漁
業

権
は

「排
他
独
占
的
権
利
」

で
は
な
い
。

質
問
　
山
口
県
が
共
同
漁

業
権
を

「
排
他
独
占
的
権

利
」
と
す
る
根
拠
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

熊
本
　
水
産
庁
の
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
る
と

い
う
の
で
、
水
産
庁
に
連
絡

し
て
議
論

し
た
と

こ
ろ
、

「
漁
業
権
は
排
他
的
権
利
」

は
不
正
確
で
あ
り
、
正
確
に

は

「漁
業
権
の
排
他
性
は
、

同
種

の
漁
業
権
に
の
み
及

ぶ
」
で
あ
る
と
の
私
見
に
水

産
庁
も
同
意
し
た
。

ま
た
、
仮
に

一
般
海
域
占

用
許
可
を
出
し
た
ど

こ
ろ

で
、
祝
島
漁
民
に
補
償
が
な

さ
れ
、
祝
島
漁
民
の
同
意
が

得
ら
れ
な
い
限
り
、
昨
年

・

今
年
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と

同
じ
結
果
に
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
中
電
も
山
口

県
も
大
き
な
汚
点
を
残
す
と

と
も
に
大
恥
を
か
く
こ
と
に

な
る
。

祝
島
漁
民
の
同
意
が
な
い

限
り
、
ポ
ー
リ
ン
グ
調
査
も

埋
立
も
不
可
能
で
あ
る
。
中

電
は
、
潔
く
上
関
原
発
の
中

止
を
発
表
す
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
。


